
「ミカン下北」は、2022 年 3月に下北沢駅高架下に開業する新施設です。

プロジェクトコンセプトには「ようこそ。遊ぶと働くの未完地帯へ。」

を掲げ、下北沢の自由で雑多な空気の中で、多様な人々がジャンルや価

値観を超えて混ざり合い、予想もつかない何かが生まれる場所を目指し

ています。

「ミカン下北」というネーミングには、多様な文化が交差し、絶えず自

由に編集され、変わり続ける、つまり “常に未完である” ことに下北沢

の普遍的な魅力を見出し、未完ゆえに生まれる新たな実験や挑戦を促す

という想いが込められています。

大喜利印刷プロトタイピングショー
大喜利印刷 × カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会
社 （以下CCC） による下北沢発のプロトタイプ制作発表会。

CCC から出題されるお題に、大喜利印刷がプロトタイピン
グで答えます。
双方からゲストをお招きし、制作の過程から、実験的なプ
ロジェクトの全貌を紐解くトークセッション番組にもなっ
ています。また、この日のために制作されたプロトタイプは、
ミカン下北内の TSUTAYA BOOKSTOREにて展示予定です。

　2022/4/3（日） 13:00～14:00
　YouTubeライブにてオンライン配信
　 ミカン下北Official Channel
　https://youtube.com/channel/UCzU-z76nXpgsTeC80Y7tv6w

全日本印刷工業組合連合会は、産業戦略デザイン室で推進している対外広報戦略プロジェクト「大喜利印刷」
の活動として、下北沢の再開発事業で京王電鉄株式会社が開発を進めている新商業施設「ミカン下北」に出店
するSHARE LOUNGE併設の「TSUTAYA BOOKSTORE下北沢」にて大喜利印刷のプロダクトを出展いたします。
展示期間は開業の3/30（水）～5/9（月）。また、オープニングイベント「未完祭」（4/2（土）、4/3（日））では、
本企画で大喜利印刷が新たに開発するプロダクトのプロトタイピング（試作品制作の工程）について、制作の過
程やアイデアづくりについて、依頼元である「TSUTAYA BOOKSTORE」を運営するカルチュア・コンビニエンス・
クラブ株式会社 担当者とのトークセッションにも登壇する予定となっております。

大喜利印刷 in TSUTAYA BOOKSTORE
大喜利印刷のプロダクトが新規オープンの TSUTAYA店内
で展示・販売されます。

テレビや YouTube で話題の「紙姫」、「はがせるテーブル」
がさわって試して購入できるチャンスです。
大喜利印刷では初の企業コラボで、どんな化学反応が生ま
れるか。リアル店舗で実証実験です。

東京都実験区下北沢

https://oogiri-insatsu.com/https://mikanshimokita.jp/

本リリースに関するお問い合わせ
全日本印刷工業組合連合会　　担当： 青柿
〒10 4-0041　東京都中央区 新富 1-16-8　TEL 03-3552-4571
webmaster@aj-pia.or.jp　http://www .aj-pia.or.jp

遊ぶ。働く。
下北沢の新街区、
2022年3月開業。



CMYKプロジェクト 大喜利印刷「ミカン下北」出展 

 

3/30(水) 東京都世田谷区の下北沢の再開発事業で京王電鉄が開発を進めている新たな商

業施設「ミカン下北」にオープンする ＴＳＵＴＡＹＡ ＢＯＯＫＳＴＯＲＥ下北沢 で大喜

利印刷のプロダクトを出展するため準備を進行中。 

 

出展先： 

ＴＳＵＴＡＹＡ ＢＯＯＫＳＴＯＲＥ下北沢 

 

関係企業・団体： 

京王電鉄 

CCC カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社 

Ｋｏｎｅｌ 

全印工連 

 

参画企業： 

篠原紙工 篠原氏 

東京巧版社 村井氏 

 

展示期間： 

3/30(水)～5/9(月)  

 

＜企画１＞ＴＳＵＴＡＹＡ側からの「お題：窓辺に本を置くと日焼けして売り物になら

ない」に大喜利印刷がプロダクトのプロトタイピングによって答える。この成果を店内

でパネル展示予定。「ミカン（未完成）」というコンセプトのため、きっちりとした完成

品ではなくコンセプトに沿ったアイデアとそのプロトタイピング経過を展示し、印刷

産業各社の発想力と技術の高さを伝える。 

 

＜企画２＞プロトタイピングの経過を、4/3(日)に開催される施設オープニングイベン

ト「ミカン祭」の中のトークイベントに登壇して伝える。トークショー登壇は、篠原氏、

村井氏、Ｋｏｎｅｌ出村氏、ＴＳＵＴＡＹＡお題作成者を予定。 

 

＜企画３＞店内での既存プロダクトの展示・販売。アインズ「紙姫」、篠原紙工「はが

せるテーブル」、HIRAYAMA「パラパラ漫画マシン」、nakabi「早弁辞書」などを予定。 


